<文献紹介>アンドレア・ウルフ 著 鍛原多恵子 訳 「フンボルトの冒険 : 自然という〈生命の網〉の発明」 by 細田 浩












































　評者は最初，web of life という概念は後の時代の生
態学者から与えられた概念であろうと考えていた．ア
メリカの生態学の教科書，例えば R.G.Bailey の“Eco-







がこの web of life という概念を述べているというの
である．評者は半信半疑で文献に当たってみた．フン
ボルトが web of life をどこかで使っているのかどう
かは，この文献ではわからない．Web of life につい
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life”フンボルトの Cosmos 1845-52 vol. 1. p. 21 に出

























































































































































































介は“Alexander von Humboldt 研究　No. 7”に掲
載されている．併せてご参照いただければ幸いであ
る． （細田　浩）
